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４月から技能実習生の受入れを開始

新型コロナウイルスの感染拡大によって、外国人労働者の受入れも大きな影響を受けました。

2022年4月から、徐々に新規実習生の受入れが始まり、当サクセス協同組合も多くの技能実習生の受入れを

再開しております。

４月以降３０名近くの技能実習生を受入れ、約１ケ月の入国後講習を終え、現在、実習先の組合員企業において

実習を開始しております。

今後、秋までには１００名を超える実習の受入れを行い、組合員企業への配属を行う予定です。

外国人労働者の制度は、技能実習１号、２号、３号から特定技能１号へ、更に特定技能２号へと、その制度は随時

充実してきています。

今年４月には、国内で初めて特定技能２号の資格取得者が誕生しました。熟練した技術を持つ特定技能２号は、

事実上在留期限に上限はなく、家族帯同も可能となる制度です。

技能実習制度は、技術を習得し母国の発展に寄与することを目的としていますが、技能実習を終え特定技能に

移行し、習得した技術を日本国内で生かし、少子高齢化を迎えた日本の産業を支える人材として、今後注目さ

れてくるのではないでしょうか。

▼2022年7月現在のベトナム（現地にて撮影）
約2年半振りにベトナム送出し機関へ訪問しました。

市街地の様子

送出し機関



外国人の雇用状況
ーコロナ禍前からコロナ禍後へー

コロナ過で外国人労働者の推移はどうなったので
しょうか。以下は、JITCO JOURNAL「かけは
し」４月号からの抜粋です。

コロナ禍以前の外国人労働者

＜本格的な人口減少社会＞
日本の総人口が２０１８年をピークに減少に転

じ、本格的な人口減少社会を迎える中、２０１８
年には有効求人倍率が１９７３年以来、４５年ぶ
りの高水準となる１．６１倍を記録するなど、冷
え込んでいた雇用情勢が急速に好転したため、人
手不足が日本経済のボトルネックと考えられるよ
うになりました。とりわけ、中小企業の人手不足
が深刻化し、その解決策の一つとして、外国人労
働者受け入れ拡大に期待が寄せられるようになり
ました。

＜急増した外国人労働者＞
こうした情勢を受けて、２０１２年に６８万人

であった外国人労働者は、２０１６年に１００万
人を超え、２０１９年には１６６万人へ増加しま
した。特に技能実習生の増加が著しく、２０１２
年の１３万人から２０１９年には３８万人へ急増
しました。
２０２０年に発生した新型コロナウイルスの感

染拡大は、技能実習生を中心に、日本でアジア出
身の外国人労働者が急増する過程で発生したとい
えるでしょう。

コロナ禍の外国人労働者の推移

＜コロナ禍でも増加する外国人労働者＞
コロナ禍で、日本の経済活動が停滞し、雇用情

勢が大幅に悪化したにもかかわらず、事業所で雇
用される労働者は、２０２０年に１７２万人、２
０２１年には１７３万人となり、増加率は微増に
とどまりましたが、その数は、厚生労働省が統計
を取り始めた２００８年以降、過去最高を更新し
ました。

（１）国籍別の状況

＜急増したベトナム人労働者＞
国籍別では、近年急増したベトナムが、２０

２０年に始めて中国を上回り、日本で最も多い外
国人労働者となりました。２０２１年のデータで
は、ベトナム４５３，３４４人（２６．２％）、
中国３９７，０８４人（２３％）、フィリピン１
９１，０８３人（１１．１％）、ブラジル１３４，
９７７人（７．８％）、ネパール９８，２６０人
（５．７％）となっています。

（２）産業別の状況

＜急減した製造業、宿泊・飲食サービス業＞
新型コロナウイルス感染症の拡大により、グ

ローバルなサプライチェーンが寸断され、製造業
に大きな影響を及ぼしています。また、外出制限
に伴い、宿泊業、飲食サービス業の売上が急減す
る事態となっています。こうした業種では図表１
のとおり、コロナ禍で製造業、宿泊業、飲食サー
ビス業の外国人労働者数が減少しましたが、これ
を建設業や医療、福祉が補う形となり、総数とし
ては微増で推移したといえるでしょう。

産業別の技能実習生の推移

＜建設業、医療、福祉が増加＞
技能実習生の推移も外国人労働者全体と同様

の傾向を示していますが、２０１９年から２０２
１年にかけて製造業が１８．４％減と大幅に落ち
込みましたが、その一方で、２０２１年は減少し
ていますが、建設業が増加、医療、福祉が大幅に
増加したしたことが、コロナ禍における特徴とい
えるでしょう。（図表２）

図表1 産業別外国人労働者数の推移（単位:人）



技能実習生の賃金の実態

＜生活満足度が高い技能実習生＞
２０２０年の技能実習生の所定内給与は、月額

１６１，７００円となっており、勤続年数に応じ
て給与・賞与等が上昇する傾向が見受けられます。
また、出入国在留管理庁「令和２年在留外国人に
対する基礎調査報告」によると、在留外国人に対
する生活全般の満足度の調査結果は、平均４２．
３％に対して、技能実習生は６０．７％と、すべ
ての在留資格の中で最も高い（図表３）という結
果となっています。引き続き、法令順守に基づく
適正な制度利用を促進するとともに、技能実習生
の就労・処遇、生活の満足度を高めることにより、
効果的な技能実習を行うことが求められていると
いえるでしょう。

外国人を雇用する中小・小規模事業所の増加

＜従業員３０人未満が６割以上＞
外国人労働者は、外国人を雇用する事業所とと

もに拡大してきました。外国人を雇用する事業所
は、２０１９年の２４２，６０８事業所から２０
２１年の２８５，０８０事業所へと大幅に増加
（１７．５％増）しました。
２０２１年の外国人雇用事業所の規模別内訳を

みると、従業員３０人未満６１．１％、３０－９
９人１７．９％、１００人ー４９９人１０．６％、
５００人以上３．３％となっています。さらに、
２０１９年から２０２１人にかけて、３０人未満
２０．１％増、３０－９９人１４．７％、１００
－４９９人１０．０％、５００人以上４．９％と
なるなど、従業員が少ない事業所の増加率が高い
という傾向が見受けられます。

図表2 産業別技能実習生の推移 （単位：人） 図表3【在留資格別】生活環境全般の満足度（単一回答）



重要と考える経営課題（企業規模別、業種別）

経営に役立つ参考資料

２０３０年にどのくらいの人手不足となるか？（産業別） 単位：万人
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成長著しいアジアの活力と日本が長年培ってきた技術・技能とを融合させ、貴社の成

長・発展に繋がる外国人材の採用を支援いたします。

新たな成長・発展の基盤は人材です。活力に満ちたアジアの人材を活用しませんか？

サクセス協同組合

TEL: 093-581-0047 URL: https://k-success.org/


